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はじめに
　大分自動車道は、佐賀県鳥栖市から福岡県を東西に
横断して大分県大分市に至る総延長130kmあまりに
及ぶ高速道路で、平成29年（2017）２月５日には、鳥
栖JCT～朝倉IC間開通30周年を迎えます。道路建設に
先立って、県内については、福岡県教育委員会により建
設予定地等に所在する遺跡の発掘調査が行われ、筑
後川北岸地域の遺跡が数多く明らかとなりました。
　今回の第38回企画展「筑後川北岸の古代遺跡」は、
大分自動車道開通30周年を記念し、大分自動車道建
設に関わる発掘調査によって明らかとなった筑後川北
岸の古代遺跡について、旧石器時代から中世にかけて
の発掘出土品約50点により紹介します。以下、時代ごと
に展示の概要を紹介します。

Ⅰ　旧石器・縄文時代
　旧石器時代の出土資料は、朝倉市原の東遺跡出土
の旧石器です。原の東遺跡からは九州北部の旧石器
を代表するナイフ形石器、台形石器などがまとまっ
て出土していて、ナイフ形石器文化の終末期段階の
標識的な石器群として位置づけられるものです。
　縄文時代の遺跡としては、朝倉市座禅寺遺跡、天
園遺跡、クリナラ遺跡です。天園遺跡からは、縄文
時代晩期の特徴的な墓制の一つである埋甕が見つ
かっていて、その埋甕に使用された深鉢などを紹介
しています。また、座禅寺遺跡からは、完形の環状
石斧が出土していますが、環状石斧は縄文時代の遺
跡からは出土事例があまり多くなく、完形のものは
非常に珍しい事例となります。

Ⅱ　弥生時代
　弥生時代の出土資料は、朝倉市中町裏遺跡、上の
原遺跡、大庭・久保遺跡のものです。大庭・久保遺
跡、長島遺跡では弥生時代の墓制の一つ、石棺墓や
木棺墓から出土した副葬品の青銅鏡や玉類、刀子、
石剣などを紹介しています。長島遺跡では８つの石
棺が見つかり、そのうちの一つからは成人の頭蓋骨
も出土しています。また、大庭・久保遺跡の石剣は
土坑墓や祭祀土坑などから見つかっています。この
ほか、中町裏遺跡、上の原遺跡から出土したほぼ完
形の弥生土器やあまり見られない杓子形土製品を紹
介しています。

Ⅲ　古墳時代
　古墳時代の事例としては、朝倉市外之隈遺跡、妙
見墳墓群、立野遺跡、上々浦遺跡の出土品を紹介し
ます。外之隈遺跡からは、邪馬台国の女王・卑弥呼
がいた頃の青銅鏡といわれる画文帯神獣鏡などの青
銅鏡群、妙見墳墓群からは、わざと折り曲げること
で、祭祀的な意味合いを持たせたとされる折り曲げ
鉄器や古墳時代前期の布留式の特徴を備えた二重口
縁壺のほか、立野遺跡からは朝鮮半島でも出土事例
が確認されている筒形銅器などの主に古墳時代前期
の資料を中心に紹介します。また、古墳時代中期初
頭頃に初めて朝鮮半島から伝わった韓式土器を手本
に製作された陶質土器（上々浦遺跡出土）も紹介し
ます。この陶質土器はやがて日本国内の本格的な須
恵器生産へとつながっていきます。
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Ⅳ　古代
　古代（飛鳥・奈良・平安時代）では、小郡市小郡
正尻遺跡、井上薬師堂遺跡、薬師堂東遺跡、朝倉市
塔ノ上遺跡、宮原遺跡、大迫遺跡の出土品を紹介し
ます。これら小郡市内の遺跡の近隣には、御原郡衙
として知られる小郡官衙遺跡や、井上廃寺など、古
代の重要な役所や寺院があった場所に近く、それを
示すように、木簡、墨書土器、瓦など、特徴的な遺
物が多く出土しています。
　また、宮原遺跡出土の資料として、土馬、土製権（重
さを量るおもり）、刻印土器を、火葬墓群が多く見
つかった大迫遺跡からは火葬骨を納めた骨蔵器を紹
介しています。

Ⅴ　中世
　中世（平安後期～室町時代）には、中国から多く
の陶磁器が舶来しましたが、筑後川北岸の遺跡でも
優品が出土する遺跡がいくつか見られます。才田遺
跡は、13世紀を中心とした掘立柱建物群が多く見つ
かっていて、荘園に関連する遺跡と考えられます。
多くの陶磁器が出土しており、特に黄釉褐彩四耳壺
は伝白山神社経塚出土例（久山町・福岡県指定文化

財）に酷似する優品です。また朝倉市狐塚南遺跡は
遺跡の性格は不明ではありますが朝鮮王朝時代の粉
青沙器や雑釉陶器などが多く見つかっています。ま
た、朝倉市西法寺遺跡出土の短剣と手錫杖は、宗教
関連の遺物として珍しいものです。
　　　　　　　　　　　  （学芸調査室　岡寺　良）

（左上）西法寺遺跡出土短剣・手錫杖
（左下）才田遺跡出土陶磁器
（右）　井上薬師堂遺跡出土木簡（赤外線写真）
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